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１．はじめに 

空港の滑走路・誘導路の舗装に異常が発見され、

緊急補修を行う際、加熱アスファルト混合物で補修

を行うことが望ましいが、材料調達や時間的な制約

から常温混合物での補修を行うことがある。常温混

合物は緊急補修材料として空港管理者が常備しやす

い一方で、これまでは舗設後の初期安定性や耐久性

等に課題があった。近年、性能が向上した常温混合

物が市販されており、その特性を把握するため、各

種試験を行った。 

２．試験概要  

 試験材料として常温混合物4種（A材：カットバッ

ク系、B材：カットバック系（水分反応硬化型）、C

材：樹脂系（アクリル）、D材：樹脂系（エポキシ））、

比較対象として加熱アスファルト混合物（密粒度ｱｽ

ｺﾝ(20)）を準備した。それらを用いて、初期安定性、

使用時の耐久性等を確認するために、各種室内試験

（マーシャル安定度試験、ホイールトラッキング試

験、カンタブロ試験、引張接着試験、一軸圧縮試験、

簡易ポットホール試験）を行った。 

３． 試験結果 

以下に試験結果の一例を示す。標準マーシャル安

定度試験、標準ホイールトラッキング試験の結果か

らも分かるように、カットバック系と樹脂系とでは、

その初期安定性、耐久性が大きく異なっている。た

だし、樹脂系材料は、危険物扱いとなる主溶剤と硬

化剤を混合し、さらに骨材と練り合わせる必要があ

るほか、金コテによる均しが必要であるので、敷き

均し転圧するだけのカットバック系とは、施工性が

大きく異なる。 

 

 

 

 

図－１ 標準マーシャル安定度試験結果 

 

 

 図－２ 標準ホイールトラッキング試験結果 

 

４．今後の取り組み 

空港舗装は、基本的に空港運用時間外である夜間

のみしか点検・補修ができず、一方、航空機荷重の

増大や空港運用時間の延長で、空港の維持管理は

益々厳しい環境にさらされている。常温混合物の更

なる特性把握も含め、今後、空港舗装の効率的な点

検・補修方法の提案に向けた研究を進めていく予定

である。 
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１．はじめに 

港湾の施設については、必要な機能を維持しつつ、

将来の改良・更新コストを抑制するため、予防保全

的な維持管理への転換が求められている。国総研で

は、効果的・効率的な維持管理の実現に向けた取り

組みを進めており、その概要について紹介する。 

２．港湾施設のライフサイクルコスト推計プログラ

ムの開発  

 港湾施設のライフサイクルコストを推計するプロ

グラム（ＬＣＣ計算プログラム）を開発し、国総研

ホームページに公開し、港湾管理者等へ提供すると

ともに、現在、改善を進めているところ。 

ＬＣＣ計算プログラムは、施設の点検診断結果や

建設年から、港湾施設の運用・維持管理費(概算補修

費)を簡便に算出できるツール。管理者による計画的

な補修計画の立案に貢献することを期待している。 

３．点検診断ガイドライン、維持管理情報データベ

ースのあり方の検討 

港湾施設の適切かつ効率的な維持管理の推進に向

け、「港湾の施設の点検診断ガイドライン」を平成

26年7月に公表した。効率的かつ効果的な点検診断の

方法等を規定するとともに、写真等を使い、わかり

やすくとりまとめた。今後、点検診断計画を定める

際の参考資料等として活用されることとなる。 

また、点検や補修などの維持管理行為を継続して

的確に行うためには、施設の劣化状況の継続的な把

握が重要である。そのため、平成25年度に「港湾施

設の維持管理情報のあり方検討会」を開催して、港

湾施設の維持管理情報の港湾管理者への提供システ

ムについて検討を行い、その結果を踏まえ、平成26

年度は港湾管理者の意見も参考にしながら、より使

い勝手がよく、港湾施設の維持管理に関して効果的

な維持管理情報のデータベースについて具体的な検

討を行った。 

４． 重力式係船岸における空洞の発生状況に関する

分析 

維持管理の重要性の高まり等により平成25年度に

実施された老朽化した港湾施設を対象とした全国的

な空洞化調査を受け、本年度、その発生状況等につ

いて整理・分析を実施した。空洞の発生位置は多く

が岸壁法線近傍で発生していることなどが判明した。

今後、分析結果は空洞化調査の効率的な実施に活用

されることとなる。 
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図 空洞の発生位置 

５．おわりに 

 今後とも、これらの取り組みを進め、維持管理行

為の省力化・合理化につなげていきたい。 

【参考】維持管理費用（LCC）計算プログラムについて 

http://mailsv.ysk.nilim.go.jp/kakubu/kouwan/sekou/lc

c.htm 
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